
 矢崎仁司映画監督 指導 

シナリオ講座 
 

～ 富士川町ますほ文化ホール・参加交流事業 ～ 

 

＜講座日程・全 3 回＞ 

◆第１回 11 月 16 日(土) 10:00～17:00 …映画芸術とは／シナリオとは／シナリオの書き方／宿題１（短編作品を書いてくる） 

◆第２回 12 月 7 日(土) 10:00～17:00 …宿題１の作品発表／矢崎監督の講評／宿題２（短編作品を書いてくる） 

◆第３回令和 2 年 1 月 11 日(土) 10:00～17:00  …宿題２の作品発表／矢崎監督の講評／まとめ 

主催：一般社団法人ふじかわ 後援：山梨日日新聞社・山梨放送・UTY テレビ山梨 

会 場：富士川町ますほ文化ホール 

対 象：高校生以上～大人（注意：見学はできません。） 

定 員：10 名 

受講料：6,000 円（全 3 回分・一括支払…初回に徴収します。受付後の返金不可。） 

持ち物：筆記用具 

現役プロ映画監督の直接指導です。シナリオ作りに挑戦してみませんか？ 

＜問合せ・申込み＞ 

富士川町ますほ文化ホール ℡ 0556-22-8811 
〒400－0503 山梨県南巨摩郡富士川町天神中條 820‐1 Email:info@fbkh.jp 

～矢崎監督からのメッセージ～ 

山梨の皆さま、映画『さくら』の撮影ではご協力頂きありがとう御座いました。昔から映画の三要素は「１スジ、

２ヌケ、３ドウサ」と言われております。スジとはシナリオのことです。皆さんも映画作りの根幹となるシナリオを

書いてみませんか？今講座では私独自のシナリオの書き方の秘密をこっそりお教えします。 

＜講師紹介＞    矢崎仁司 （Hitoshi Yazaki） 

 映画監督。山梨県富士川町在住。日本大学芸術学部在学中に監督した『風たちの午後』が世界各国の映

画祭に招待される。『三月のライオン』はベルギー王室ルイス・ブニュエル黄金時代賞受賞。主な作品に、

『太陽の坐る場所』、『無伴奏』、ますほ文化ホールのワークショップ作品『富士川日記』シリーズなど。 

現在、新作映画『さくら』（西加奈子原作）のメガホンをとり、2020 年夏公開へ向け取り組み中。 


